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2018年５月17日 

各 位 

会 社 名 I N E S T 株 式 会 社 

代 表 者 代 表 取 締 役 社 長  上 村  陽 介 

 ( コード番号：3 3 9 0  東証 J A S D A Q ） 

問 合 せ 先 管 理 本 部 長    片 野  良 太 

 （ T E L ： 0 3 - 6 8 9 2 - 3 8 6 4 ） 

 

業績予想業績予想業績予想業績予想ととととのののの差異差異差異差異に関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせ    

    

当社は、2017 年５月 18 日に公表した 2018 年３月期通期業績予想と本日公表の実績値に差異が生じました

ので、下記の通りお知らせいたします。 

 

 

１．2018年３月期通期連結業績予想値と実績値との差異 

（2017年４月１日～2018年３月31日） 

 

連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期 

純利益 

 

直近発表予想(A) 

百万円 

2,800 

百万円 

△400 

百万円 

△405 

百万円 

△440 

円 銭 

△9.06 

実績値(B) 3,063 △325 △348 △308 △5.96 

増減額（B-A） 263 74 56 131  

増減率（％） 9.4 22.9 16.0 42.5  

（ご参考）前期通期実績 

（2017年３月期通期） 

2,883 103 101 139 2.87 

 

 

２．差異の理由 

当社は、既存事業において従業員一人当たりの生産性の向上および諸経費の削減等を進める一方で、新規事

業として予約システム等のソリューションサービスへの先行投資を進めております。2018年３月期通期にお

きましては、既存事業での販売数が当初見込みよりも好調に推移し、また新規事業にかけるシステム開発費、

人件費および顧客獲得に伴い発生する販売促進費を当初見込みよりも低く抑えられたことにより、連結売上高、

連結営業利益および連結経常利益は前回予想を上回る結果となりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益については、2017年11月14日付「特別利益の計上および業績予想との

差異に関するお知らせ」の通り、特別利益を計上したことにより前回予想を上回る結果となりました。 

 

 

以 上 


